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図5.2.1　高層建築物基礎状況確認位置図（首都圏）

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km
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 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：600 1  1

TP (m)

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

中央新幹線キロ程 (km)

一体的施行事業用地 一体的施行事業用地

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m
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 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：600 2  2

中央新幹線キロ程 (km)

TP (m)

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m
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 3 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：600 3

中央新幹線キロ程 (km)

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km
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 4 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：600 4

中央新幹線キロ程 (km)

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km
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 5 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：600 5

中央新幹線キロ程 (km)

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km
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 6 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：600 6

中央新幹線キロ程 (km)

河川区間：多摩川

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km
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 7 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：600 7

TP (m)

中央新幹線キロ程 (km)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km
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 8 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：600 8

TP (m)

中央新幹線キロ程 (km)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km
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 9 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：600 9

中央新幹線キロ程 (km)

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m
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10 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60010

中央新幹線キロ程 (km)

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km
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11 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60011

中央新幹線キロ程 (km)

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km

別添書類3-107



  22.0   23.0  22.5   23.5

    0

10

20

30

40

60

70

80

90

110

100

50

-10

-20

-30

 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60012 12

中央新幹線キロ程 (km)

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km
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13 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60013

中央新幹線キロ程 (km)

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km

別添書類3-109



  26.0   27.0  26.5   27.5

    0

10

20

30

40

60

70

80

90

100

50

-10

-20

-30

-40

14 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60014

TP (m)

中央新幹線キロ程 (km)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km
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15 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60015

中央新幹線キロ程 (km)

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km
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16 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60016

中央新幹線キロ程 (km)

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km

別添書類3-112



  32.0   33.0  32.5   33.5

10

20

30

40

60

70

80

90

110

120

140

130

100

50

150

 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60017 17

中央新幹線キロ程 (km)

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km
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18 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60018

中央新幹線キロ程 (km)

一体的施行事業用地

事業区域延長（首都圏）　L=33.3km

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m
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19 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60019
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注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

一体的施行事業用地 一体的施行事業用地
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20 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60020

中央新幹線キロ程 (km)

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

一体的施行事業用地 一体的施行事業用地 一体的施行事業用地
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21 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60021

中央新幹線キロ程 (km)

一体的施行事業用地

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m
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22 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（首都圏　　/22 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60022

中央新幹線キロ程 (km)

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報（承認番号 平情25使、第867号）を基に作成した図面を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤［凡例］ 支持地盤-10mGL -41m

一体的施行事業用地
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 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（中部圏　　/12 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60023  1

中央新幹線キロ程 (km)

事業区域延長（中部圏）　L=17.0kmTP (m)TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報を基に作成した図面（平成25情使、第867号）を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤 支持地盤-10mGL -41m［凡例］
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24 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（中部圏　　/12 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：600 2

中央新幹線キロ程 (km)

事業区域延長（中部圏）　L=17.0kmTP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報を基に作成した図面（平成25情使、第867号）を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤 支持地盤-10mGL -41m［凡例］

別添書類3-120



  270.0  271.0  270.5  271.5-80

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

50

60

25 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（中部圏　　/12 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：600 3

河川区間：内津川

河川区間：内津川

中央新幹線キロ程 (km)

事業区域延長（中部圏）　L=17.0kmTP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報を基に作成した図面（平成25情使、第867号）を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤 支持地盤-10mGL -41m［凡例］
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 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（中部圏　　/12 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60026  4

中央新幹線キロ程 (km)

事業区域延長（中部圏）　L=17.0kmTP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報を基に作成した図面（平成25情使、第867号）を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤 支持地盤-10mGL -41m［凡例］

別添書類3-122
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 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（中部圏　　/12 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60027  5

中央新幹線キロ程 (km)

事業区域延長（中部圏）　L=17.0kmTP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報を基に作成した図面（平成25情使、第867号）を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤 支持地盤-10mGL -41m［凡例］
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 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（中部圏　　/12 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60028  6

河川区間：地蔵川 河川区間：庄内川

中央新幹線キロ程 (km)

事業区域延長（中部圏）　L=17.0kmTP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報を基に作成した図面（平成25情使、第867号）を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤 支持地盤-10mGL -41m［凡例］
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 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（中部圏　　/12 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60029  7

中央新幹線キロ程 (km)

事業区域延長（中部圏）　L=17.0kmTP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報を基に作成した図面（平成25情使、第867号）を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤 支持地盤-10mGL -41m［凡例］
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 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（中部圏　　/12 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60030  8

中央新幹線キロ程 (km)

事業区域延長（中部圏）　L=17.0kmTP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報を基に作成した図面（平成25情使、第867号）を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤 支持地盤-10mGL -41m［凡例］
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 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（中部圏　　/12 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60031  9

中央新幹線キロ程 (km)

事業区域延長（中部圏）　L=17.0kmTP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報を基に作成した図面（平成25情使、第867号）を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤 支持地盤-10mGL -41m［凡例］
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 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（中部圏　　/12 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60032 10

中央新幹線キロ程 (km)

事業区域延長（中部圏）　L=17.0kmTP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報を基に作成した図面（平成25情使、第867号）を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤 支持地盤-10mGL -41m［凡例］

一体的施行事業用地
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 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（中部圏　　/12 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60033 11

中央新幹線キロ程 (km)

一体的施行事業用地TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報を基に作成した図面（平成25情使、第867号）を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤 支持地盤-10mGL -41m［凡例］

別添書類3-129



 288.0  288.5
-100

-90

-80

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

20

30

40

 図5. 4.  　  大深度地下特定縦断図（中部圏　　/12 ） 縮尺 H = 1：6,000　,　V = 1：60034 12

中央新幹線キロ程 (km)

TP (m)

注1：駅部、非常口等については、概ねの位置・形状である。

注2：河川区間の地表は、区間の両端を結んだ線としている。

注3：この図面は、国土地理院の基盤地図情報を基に作成した図面（平成25情使、第867号）を編集等したものである。

大深度地下使用申請区域 支持地盤 支持地盤-10mGL -41m［凡例］

別添書類3-130




